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徳島県畜野川流域板野郡藍住町周辺地罵工業罵水罰査のための電気探査
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　　本調査は吉野川水系流域、廃水還元調査の一環として行

なっ鴬もので，区域は板野郡！、難讃三町周辺の吉野川左岸の

神積平野輩翫萎雛調査は電気探査法を実施1賦こ。

　　調査は，本区域におけ悉地㎜／ぐ構遷の摺握，調査地東部

に存在する集中既蕎篶工場地帯の水資源の／呆全，および今

後の西部地・区の闘発に対して基礎資料を得るを環的潔）

た。調査は既存の試錐柱！伏図・水甥．地質図等の資料によ

＊物理探畳部

り本地域に分布する第蓋礫、麟・粘、士，層・第2礫鱒の遺跡

を肴ない，板野町矢獣以東鷺おいては， ヒ記の閥餅薄造

カ《認めら才マレずご力書，　£ス西1こ；駅蓑

分布が推定きれる。

、ては地下浅所に第鷺1礫麟の

L　鰭　　需

　　昭和35年7月下旬から懸月下旬にわナ蕪蚤約1ヵ月間，

徳島県板野郡藍住町をほ／こ畔窒心とし，西は上板町から東

は応神村にわたる吉野川左岸の沖積平野において，電気

蕊、レぐ2・期
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探査法による調査を実施℃，た．こ鉱にその結果を報告す

る瀞

　本調査は，吉里洲水系工場廃水還元調査の一環悉して

実施したものである．

　調査実施に際し，多大の便宜を与えられた徳島県総合

囎発課ならび轍関係各簿村の各位に対し，深く謝意を表

する次第である。

凱　鍵鐙および交通

　今回調査を実施した区域は，徳島県北部を東西に貫流

する吉野川の下流部に位し，西は上板町から東は応神村

紀わた今，その西半部では北は讃岐山脈の南麓，濠た棄

半部では旧吉野川の南岸と，その本流の吉野川とに挾象

れた地域である瀞

　濠た区域内に含まれる市町村にな，鍛治麗原・板断・

鳴門等がある．

　区域の北部および東部を徳鶴・高松間を通ずる高徳本

線および板野よむ分岐して鍼治崖原に至る鍛治屋原線が

走り，また区域内は自勤車を通ずる道路圏方に発達して

交通は至肇て硬利である．

難　地形および地質

　徳島平野は北は讃岐山脈，南は照悶山脈に挾まれ，阿

波郡林町付近から東方に細長く開け鶉三角形状を呈し，

紀研水道に面する。

　北方の讃岐鎖脈は窒標高ほ1灘鶯○触5（鎗撚であるので夢

比較的急峻な山禽が遠互するが，約麓，0⑪○灘鑑達する竜

王出も鳳れに属する．甕た南側の四国出脈はi，暮○○一鷺，○

沿o搬に及、激急峻な出商が多い．

　調査区域の南端を流れる吉野川は，徳島平聾のほぼ申

央部を貫き，ぞの下流部においては，搭吉野川・今切絹

等が分流蛇行する．

　讃岐lll脈は，和泉砂岩類によって構成され，譲た酋鼠

出脈は結晶片岩類続よって構成きれている．讃岐山脈の

南麓には，複合扇状地が発達する、曽江谷・日開谷・宮

川内谷などの扇状地はその代表的なものである。これら

の扇状地を構成する礫はほとんど砂岩である、憲た吉野

川α）右岸には河成段丘・洪積台地が発達し，これら懸構

成する礫は結贔片岩類である．窪た吉野川は池田市以東

では，ほぽ中央構造線に沿い流下する．

　鋤　先に本所工業用水課で調査作成された徳島県水理

地質図に示審れている試錐柱状図i，2，3，姦，曝によ

れば，いずれも，一地表下脅一約誉一塔覇表土，7一且嚢難

は礫層，⑳一鱒鵜は粘土層，ぞれよ参以深は礫層となっ

ている。すなわ躰これらの試錐地点付近の地下構造はほ

ぼ水平な鑓層構造をなしていると考えられる．

　本報沓では説明の便賞、総，浅所に分布する礫層を第葱

礫層，深斬に分布する礫層を第2礫層と呼ぶ徽ととする雛

　懲て応神村・北島町付近に集中存在する諸工場は，そ

の地下水の供給源を第窯礫層に求め，これから採水して

いるのが現状である。したがってこの第蔚礫層およびこ

れを被覆する粘土層の賦存状態を把握するこ鷹は，上記

の工場集申地帯における地下水の保全紅役立つばかりで

なく藍住・板野町等の既存工場地帯西部の水資源の今後

の開発利用上に資する燐が多いと考えられるので，その

粘土層および第鷺礫層の分布状態を明らかにするために

調査を実施した．

　鑑の区域に，第嵐図に示すように，第置醐級の終測線

を設け，測点総計醸点を綿鷺した。測線と測点との関係

鉱下表の記おりである．

　　　　　　　l　　　　　　　　　！

　測線堪　澗　 煮　測点数

第笠測線 「賑紺r朝 蔭

　　　　　ヨ

糠測輝㌧陶研捌
霧

第璽測線 降甥　ぜ2鞘 7

第！v測線 ド齢『i～r3幻 7

第v測綜 1脳3鎖　ヂ3麹

　　　　　「…

第綴測網　閥研劇
　　　　　i．

6

3

鞠　調薫灘的および測線

電気探査を鷲なうにあたって，その目的とした所は，

　／量）本沖積平野におサる地下構造を明らかにし，水理

地質における容水地盤の存在状態を求める．

　　　　　　　1　　　　　　…
　　　　　　　・　　　　　計　　1　　3㌘
　　　　　　1　　　　　　　…
　そのほか

　ω　　ヂ7鰍i，1懲蕪およびi憐、i，ヂ憩、1はそれぞれ本鵡

域ですでに行なわれた試錐地点付近において実施した．

　鋤　　購斜夢醸燐においてシ轟ランベルジ瞬鷺極配置

による測定を試みた、

　なお測点障麹は，道銘にそひて電極を展開したので

接地抵抗が嘉く，測定結果は不整いのため省略す．

　また測点購引，陣朝については，試験的に実施し鴬

もので，こぐでは結果の説明を省く嬬とにする．

墨2一一ぐ額o）
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甑　調董露法

　調査は前述の各測線、靴にそれぞれほぼ0灘欄1km閲隔

に設けた測点において，比抵抗法による垂鷹探査を行な

っテご。

　電極醐置は等聞隔四極法熱より，電極問隔を三漁．より

遂次増大蜀Omまで測定し，電極系は第甚図に示すとお

り展開した。
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徳島県吉野絹流域板野郡藍雛慰周灘地賦工業壌水調査のための電餓探査（本閥綱郎）

　これらの測定結果を深度麹抵抗曲線として，第慧図一

第？図に示しね．

甑　調鷹結羅

　第窯図卿第掌図続示された各測線別の深度比抵統曲線

嚇概観す轟と，箋，慧の例外はあるが（例えば測点r雛．／），
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いずれもその見掛け比抵抗値は，ほぼ驚Ok鎌鳶鷺程度譲

たはそれ以下の比較的低い値を示している．

　次に見掛け比抵抗嬉および蝶れが深度鑑対し変化する

状態よ転これらの深度比抵抗曲線は次の輩つの鐵に分

濤

酎

どゐ　　　ぴ

版　　沁

　　層

ハ1

帽　　鞭
瞬　　鴫

　繁

1～／

賜

二7
　　　　犀酵　　　♂　　／　　〆遍4－

継

儲
…

凝

墨

ヤ
　　 配帰僧一営’　〆耀ボー

　　　隙／　　　〆’
　　〆　／　－’
〆／

澱プ

呼．齢靴．ノシ〆

＿一薦

　〆／

　　　　－、　　　　　　　　〆淵

還

麟　　　　缶

蕪　　　　　親

麟　　　　　環

蟻　　o
　　自、
螺　　　　　凝

鑛

羅

　　　　箏｛繭

麟

懸　　い
　　w　　瑠

一

漢

蝉

鰭

　騨。
ぺ　　ゆ
擁

　》

麟

＿一∠　　　　　一　　　．7！
楚

〆誘∠

　　；一一　／－
〆

，！

一　｝＿一　　　一

“7げ

／～一＿一．　　〆
〆　　　　　　　　、〆

8

　獄

Q無　　、“

饗

　職
な
韓　博

讐

糠

馬　　鞍　舗、蟻ウ縣無　験　　簿幾誌臨

o鐸

　　黛
賠駒　　礼欝

騨
　　瞬

濤

＿楓一一

　〆／＿∠ ．．

　＿＿／上㎞＿．　　認

　　〆　　“一“　〆副、＿／∠＿
ノ

／

／

〆へ掌A
　　　＼
一

鰻　　　　　　　　　　　　　　　　一一
の

　　　　　　　　　　　　　　　欝
鰍　　N　　受嚇昏○鷲　　戦　　辱螺凄葱

灘

ヒ

綴
）

函

灘

灘

轄

羅

云

鰹

騒

羅

嶋

蕪

藤～一（慧器）



地質調査所月報ぐ第聾巻第3讐）

　　　33

　2　　．4　　6　8紛／

2

4
6
客

lo

20

4ρ・

訪
3ク

／鋤給

郵 3ボ 36

客　参　　驚　　勢　S糧　　　韓　　澱　　　礎　　6　零欝

…
　1

＼
、
1
1
！
＼
…／
／

、
、
＼
　
＼

｝
1
　
．

オ

l
U

、

ノ
‘
、

器
＼
＼
＼

　　　　　艀　　　　　　　3婁

欝　2　　4　轟　窓沿　　駕　慧播　　欝　3嫁蕊一偽

』＼

＼
　　　h

第難図　深度姥抵貌翻線歯（錦v灘綜）

4
6
8
溝

2．〔1

4P

窮1

勢

’齢鞘

　　　4／

之　　　4　　屡　客10

i＼1

相
“［

“

〆

＼
き

ノ
ノ

2　　　4

　　　　　　　　お

6　ぎ却　　70　露　擢　　灘　　　㌶絆・c置残

『岬　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　／l　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　ヨ
　　　　1　　　　　　　　　　頬
　　　　コ　ぽ　　　　　ち　ミ

　　　　　　　　　　肩　　　氷
　　　　　　　　　　／…
　　　　　　　　　　d
　　　　／　　△

　　　ll　　川
　　　／　　l
　　　拝　　　　　　　　1

驚　㌢　鋼　　深　縦　疏　砥　貌　錦　緯　総　（第v玉1覇線）

i　　　　　　ヨ　　　　　　え
　第笈測線1
　　　　　　…
　　　　　　『　　　　　　『　　『　　自　　油　自　　　

第蓑測線 鞭測線降騨測線隣v漁1鵜鞭灘

欝！票1難1☆1欝舗ll驚1 なし
なし なし

なし なし なし

類することがで暴萎。

　すなわ善

　④　深度蓋Om位までは夢ほぼ数豊磁慰搬の比紙抗値を

示すが，それより以深では憩む撒に至る憲でをの比抵抗

値は漸増し，深獲鎗極顧ごおいて鷺ぼ20隻蛾・c懲の比抵抗

纏を示す曲線。

　⑧地下浅所においては，ほぼ一定のkΩ一£螢数の比抵

抵籔を示すか，あ悉いは漸次比抵抗億を増大する傾向を

弩窒記ノているが，潔i愛菱30～蝋）熱より以深に二｝δいては，その

比抵抗値が徐々に減少する曲線．

　◎　比較的浅漸より高比抵抗を示し“ぐいる曲線。

　　　　　　l　　　　　　　　l　　陰レ　　「　なし　　iド蘇∫囎∫磐」
　　　　　　…

　以、h慧つの型の曲線があり，ぞれぞれに属する測点は

、．ヒ表のようである。

　ξ二れらのなかには特徴が不明瞭なものもある。

　以上の深度比抵抗曲線の型を考磁しながら，凱れらの

測定曲線を標準曲線法によ！）解析して，地下を比抵抗値

により数層に分け，各麟の境界の泣置および比抵抗鐘を

銘抵抗縦断樹図として第建図一第鎗図に示した．

　すなわち，

　｛イ）第3図，第翌測線は三麟のほぼ墳く平構遣をボし，

地表下灘一3鱗に約暮裏競・撒篭までの比抵抗億をもつ第i

麟，きらに深度⑳～30撚までに約熱茎喩心簑の第欝曹，

蕪一《鎗鵜
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第憩図　比抵抗縦断面図

そ以れ深には慧一25kΩ・むmの第3層がほぽ水平に分

布する。

　（切　第U測線測点「13、i・》1－17」，第W測線測点潔9．1鯨

132、！，第V測線測点「34」～欝8．1においては，地表下
2～3mに不規則な比抵抗値を示す表顧は別として，第

2層は深度約30灘藁）所まで比抵抗槍約憩～2倣籍導難を示

して分布する。この第2麟は，第慧測線においては，そ

の層厚に多少の変化はあるが，ほぽ水平に分布し，両端

部ではかなり薄く堆積する．第W，第V測線においては

北部より南部に向かって漸次層厚を減じかっ浅く堆積し

ている。またその下の第難層は，約慕細！5k鎌鶏mの比抵

抗値を有し，層厚鎗一40朧をもって分布する。この層は

比抵抗層中最も低い値を示している．第射韓は最下麟と

して，…般に地表下⑳騰以深に分布し，その比抵抗値は

約董8k鎌導塑から暮薮撫cmにわたる最も高い値を示して，

深麓沁○撚以深廉で厚く分布している。この層は北部に

向かうに従ひて漸次深くなっているようすが見られる．

　韓　第廻測線測点「2慧一欝§、揺こおいても⑲麟司様

な傾向がみられるが愛測点欝趣，r羅、i，「鱒～i等は台地

上の畑地に設憲した測点であって，電流，電位爾電極の

接地抵抗が・きわめて高く，測定が鞭難であゆ舞地点であ

り，得られた深度比抵抗曲線のうち溢），鱒）の．姉な

解析に耐避、得ぬものがあ葛が，／まぼ⑬と同様の比抵抗分

布をなすものと思われる。

　以上説明L．た／イ）（鷲）㊦の比抵抗断面は，深渡比抵抗曲線

分類の④型に属する曲線を解析したものである．

　次に深度比抵抗曲線◎型の解析結果は，第獅則線測点

汀勾，　「鴛、1，第m測線測点障勃，陰燭，第w測線測点

緯句，灘η，「2刷，第V測線測点「3鋤等の此抵抗断面

図によれば，比抵抗層はいずれの測点においても，三層構

造に解枡懲れるが，各層とも比較的低い比抵抗値を示し

て分布し，特に深度を増大しても，そ錺）比抵抗値はほぽ

鉛k翻むm以下である。

　深度比抵抗曲線◎型の解析結果，すなわち第W測線測

点ヂ盤、i～隣御は・ほぼ平行に堆積した難つの比抵抗r

層からなり，地表下鷺細嚢凱に雛一欝k撫轍儀の表層，第

覇葭は欝～論輪・む燃の高比抵抗層が，穏厚約⑳椥騒（睡癒

もって分布し，ぞれ以深には憩　聯k籍礎慧の比抵抗値を

も鷲）第3層が分布する。すなわち，ζれらの層の分布状

態は，前述の④⑬型とその解析結果の相違は一見して明

らかである．以上今回の地表電気探査における各測線の

調査結果懸説明した。

　次に本地区における試錐地点欝近で行なった電気探査

の結果を，試錐柱状図あるいは電気検層図等とともに記

述する。

　試錐・鷺検の結果についてはすでに，別途報告きれて

いるものであるが，本調査の結果癒検討するに当り，参
　や
考となる鑑とが多いので，関係の深い事項のみを再録す

鵜一（灘欝）
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るものである②

　本所村下敏夫が束邦レ…欝ン徳薦工場地内において実

施した電気検層の結巣を第難図に，奥野小学校観測井試

錐ノ、賦，土地改良ボー一リング試錐点付近において行な，た

地表電気探査窺（測点ギマ」，1懲、！〉，測点陽講，「欝．擁ζ

おいて実施3の解；析結果を第箋慧図・第欝図に示す。

　東邦レー蕪ン徳島工場灘気検麟図（第！／図）によると

電極脚欝矯繍亙騰の場儀にっいては，比抵抗値は地糞罫

雲撒付透においては，約薫鰍蕊瀦》撒を示すが，それより漸

次比抵抗娘を減少して，深度約欝騰で，最低の比抵抗償

色6k驚轍鳶な！），以下急激に比抵抗癒を増加し深度2群解

！o

1〃0

第13園　さく井驚毅と幾表探査との対比

象セ、

2w、

　　　エ
　　　メむ
・第癖層　改

　　　輩

23距

獅嫌
35覇

葛纏層

3G難においては，玉糠餅艦内外のほぼ一一・定し九比抵抗値

を示し，響れより以深はま瀬比抵抗値はふた蔦び増加し

て深慶鰍擁す近にて約40《曝雛賦m程度までその鐵抵抗

億を増大する。

　欝極闘隣繍鵬黛驚の場合1蕊悩・てもほとんど岡様な傾

向を示すが，前者に篤較してその比抵抗櫨は幾分異な夢

25濃以浅においては玉細3隻鵜唱n薫低く，25鷺以深観おい

ては，最大憩k‘蒸朧難程輿高い．、

　奥野小学校観測井および恵地改良試錐け近における地

表電気探査の測定結衆は，　（第鴛趨，第黙図参照身いず

れも見掛砂比抵抗値は地下浅辮において雛刃6kΩ離鷺よ

4参一（鴛27）
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む漸次塔大し剛深度蹄一》聯瓢で細0茎競鴫m程度を示紅．，

きらに深く同様の傾向をもって増加し織極闘隔欝む欝に

おいて2（激Ω《mとなっている．

この深度銘抵抗曲線は，前述の分類に従えば⑳型に属

するものであるゆ

　これらの解析結果を次に羨示する、、

．＼1　比　抵　抗 層

の浸透を防いでいることであって，繊検の結果が第i礫

鱒と粘土麟との境から，その比抵抗櫨逢急激に増してい

）ことにより明らかである。

ぞぬ戎粘土麟の比抵抗槍は粘土／蓬ゆ下部でほ　一定の

櫨を示す付近の董糠撫翻耀度と考え㌍ぐよいであろ門。

次！こ第鷺1礫罵の圭t毒低彩亀イ直1譲1粘二1づ鱒よ㌧パ蕩く，　30～淑〉

＝　一二k島£漁の比i抵抗イ！藏をもっているものと思われ

奥野小蝦醇・一！馴葺 巨自自副第憾 層

塗点1深亜Ill纏拠耀欝難遜標遮　惣纏して　　礫醐

るの

さて以上のことからこの電検を実施した点の

測点r7」G－15墾匡5r毯1・1 、驚一鐙α　3姦．

測点「8」　曝～1濃　　5 L魏71熱1欝嚇態30

＼、、i　　焦
　　～＼i

抵 灘

土地改良

試錐点

測、転r9」

　「欝」

第i層1第2 3　層

1燃一競蓮がじ，この第i礫鱒1臨水巻、．，む部分

は慧鎌煮鞘以下の比抵抗値を添している。ま授

粘土麟は鱒雛麟ぬ第鱗幽鄭○一灘韓鴫mの比抵

抗値をもつと推定される．ここで第i礫層は塩

分を含薄するためi磁驚鷺雛逢塁してい孫が，こ

の含有塩分の多少に3員），その比抵抗櫨の変化

深唖1麗蟹…纏1温驚雛璽璽蕊鵡力撒ら鵬雌で嫉鋤卿犠

1鑓劃垂iL齢2訟
　凱　調薫結巣に対す愚湾察

鍛興ooi

前節において麹表巖熟探整 の解析結果な1び、こ試錐孔

に対して行なわれた電気検麟の結果にザいて述べたが，

本節においてはこれ編ぴ鏡考察し，水理地質の立場か

．ら検講する。

　まず東邦レーヨン徳島工緩　鷺なわれた試錐柱状図は　’

深度嚢～ユ難喪翫，i～欝濃難第蓋礫麟，1導藩一30鑓粘

土網，3馳斑嫌，よ第2磯、鍵なひている。

　この結果嬉舞㌔検層紅よる比抵抗曲線と対比して畷る

と，蓑麟の比抵抗値は鯛らかで、賎・が，第叢、礫属申、ごお

いては，比抵抗値篤k魯鑓亙よ参深壌：を増すとと堵）　極）

比抵抗縫は、縁激に砥下L　，第茎礫麟と粘1麟との壌に

当る篶惑難の蕾で最低の比抵抗値狸畿急鎌鞭示す、し

か1、、粘土層に入馨峨すぐ拠，急激1増加して20mに、δい

て難轍・鍮を示し以下徐疫、ご増加して30mlびδい驚慧13

嚢黛｛搬繍　斐る。　さら／こ3（難n∫ヲ深の嵐慧ll樂層に　 蕎とふた

たび此紙描値の増大の鮮鋤獣くな！），孔獲，ご圭い招

鷺鞭二灘kΩ一業螢に達 噸。

　鑑の碗象を説讐　旨る瓢，まず第お礫層は深くなるに従

岸にの！），メ鱒川は蛇行して紀藩水進，翻三いでい熟ため

海水／賦る禽篇塩分が考えもれ，1、ぎ比紙抗　　　械

れる礫鱒がこの含有塩分の存在莚よ纏Ok薩ζ凱以下の低

比抵携抄示しているものと患われる◎しかし鷲の欝

塩分の層は第お幽1だけに限もれる．こ．のことは第笠礫

層の下泣にあ犠粘二毛溜が不透水麟となり、！ずの下層へ

　　分が少なくなるほど高比抵抗層となり，多くな
慧4

　　るほど低比抵抗纐とな萎，，

　きで…方編團調査した地域は電検を実施した地点窃）

西方にあたり，蟻分の￥蒋は少なく煎るも¢）と推定きれ

る。す・、巽わ¢　茎茎礫1鱒のま乞砥勢緊1戴は蟹）k黛一繊範より高いま灘

抵抗値を鳶するものと患われ嵩。

すなわち鑑の電気検鵜図か毅）みられ・登比抵抗値は，表

ニヒを除外して考えると，

　　第置礫麟〉粘土麟窮編麟
の！瞬と載っている。

次に奥饗剛r校観測擬　よび土地改漠試錐、薫の試錐柱

○～3鑓3一鶯雛欝一28登鶏8綱堀，、ξ

　　　轟1’（》～論、嚢一器璽灘～翫1撫鳥綴

で瀦　ジひ訟薯前述の解析繍崇の

気探．査結轟麟縫麟（熱～劇釜急雛紛、擁表土瓢，梁檬麟

豊（》　鷺k蔽給撒）は欝茎／環1、馨、二粘1ゴ欝を貧わせたものに

第3鱒（鍵一鍛茎競離寮1漁第勲　蕪、，戯il桑すると患われ

る。惹こ、欝しい特徴は，第慧麟の比抵抗機、、ζ，第／礫

抗贋の第鷺麟　第3麟との！鐸は，粘二雛にぞの下盤で

あ婆　　　　　　　　　、1紅られ，第葱礫麟と

ぞのド泣の粘漫灘とについては，明瞭な境をみいだしえ

ないことであ撫。これは先）．鍵族、検！灘こおいて第蓋礫麟

50一一（灘呂）
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が含有塩分の菰めに，著しく低比抵抗－有し，その下層

の粘二／．麟よりも低い比抵抗億を示すことを思い合わせれ

ば，電検における樵れ魯の窯麟が地表探査鰭おいて雄含

成された一層としてレか解析で碁ないのは当然であろう

激た第3層は器～欝総翻灘聴示してい“が，欝、気検麟の

結果では，齢一祭飲紐窺灘を示している．これは後で述べ

るように第惣礫層の下泣には主として砂粘土に冨む地麟

の堆積が推定され欝鉱れが低比抵抗憾　罫している（第

璽測線第3緩鱒一覧鰍翻ζ驚）ことを考素．ると，この層の

影響により電検において示㌫れている比抵抗値よりも多

少鱗い比抵抗値を呈／噸ものと思われ孫，，

　訳に以上のことを考慮しながら，解幽調三歪．磁実施した

地域の地下雛’1鞭考察してみよう．

　まず趣試錐地点付近で行なった地表電気探査の深慶比

抵抗曲線が，いずれも④型に麟するので，各測線の曲線

群申④型に属1町る曲線のヂ，耗・れた地域はほぼ前述の1試錐

ノ、銭の地質柱状図で表わされた蝿ズF構燈と類似の地下構造

をもつ胤とが推察され鮎

　鵯の範醗は，藍控臨江1澗，春購より上板町轟木北寿を

通！／，欝川内谷川に沿って，矢武北方に至鷹蒙西線より

南の地域である嚇

　尽らに詳細にみ騰と，藍住町馬木より応神村西貞方に

至る第亙測線においては，前述のよ旗に，／まぼ水平な三

層構造を示す。すなわち第勲麟は地表下驚～3mの表層

であるが，第2麟は前述のよう瓢第笠礫麟と粘土層との

禽成趣れた比抵抗膳轍考違、られ，胤れが地表下約2翫》30

mにわた弩分布し・その灘の下限は粘二磐灘と第2礫層と

の境界を表わしているものと推定≧れ，また第3層は第

．嚢礫層の分布状態磐示レている。

　藍住町翻霧よ参小塚に至る第鷺測線，上板町古城より

七、条村佐翼縦に至苓剃V測線，．1販町矢武よも／七条村高

　　　第V測線，銭測線においていずれ寛大略四層構

造を示してい悉。すし！班第亙獄地表下鷺～3mに水

一平に堆積す♪却1で，／礁層は比較的，ll比抵抗を示して

・いるので，蝶1網蘇謝1鑑1憾のと考践、鋸先，第3層

は粘土層，第嬉層は第篇礫麟に搭も葦1）と推驚される。

しかしここに第豆測線と黛翼測線とでば櫛、い相違があ

．る。

　爺れは前述の両試錐地、露寸近の地表霞気探査において

、よ，舞鋒礫層と粘罐拷の境窺琴鈴かでなく，その理霞

　　　　　　　　　．，第翌測線もこれと同一状態瓢

，あるものとしたが，第1隻吟第V溜線では比抵抗値の相違

か身環れを明らかにしえたことである。これは第1玉灘線

以西の部分では，禽削牽紛が著しく減る、臣し，第蓋礫1，

。ある積藤以，ll比抵抗諸煽憾、乙至1），粘土層との境が区瓢

できるよう鱒なったもの撫思われ，し紅が・て第翼測線

以薦の部分では緩麟構造を呈するもの慶推察され悉．

　しかレこの問麟にひいては轟ζお検討の要があ讃疏思》

が蓼ここではふれないこと、こするの

　そして嬬の第窯礫履，窮嵐比抵抗麟　撫目す轟と，そ

の上欝（粘土層との境界面）はいずぐ鴬瑠豪にオいても

吉野川搬三岸より漸次北方鑑向けて・地表からの深麗礁増

大レ，漸次北方へ傾斜していることが認められ蒸．

　ま鷲、1二板町高木より藍住町祖母島醍蕪る第驚測線は，

第器，第W，第V測線と獄様に，，ンは蟹難嶺縫纏趣示す

が，測点購3」，　陰引，灘§、！では各層とも一般猷高比

抵抗値磁鎮レ，前記の測線とは相違してい濱鷹うであ悉

が，蔦れ綜つ測点は｝熱板町驚1付　踊地に蕊＞！ン，接

地抵抗など測定上に困難があったので，測、篇精渡悪く多

少各鰭靴もに比抵抗憾獄大きくなづたが，こ（1比抵抗

には髄∫購ミ堆積～吻礁）強菱鉦三も欝えらン終るとこ荘ジ寧茂）礁雛しゐ）

し広域にわたる概絡薪）構造嵐しては前瓢第涯，　騨，第

V測線とほぼ同様の地下構造が考えら，t，第2礫層のは

二轍1方〆＼傾余讐するこξが推察零れる。

　轄．住鱒江欝・糊三1，上板町高木，矢武よ1）以北鱈域は，

深度比抵抗曲線のガ類では，⑬型に属1意き曲線の得られ

た地域で菱鷺て》解析の結果は，いず離　鋼点において

も、三篶構造を示蔭が，各層とも瓢低比紙抗ぴその比抵抗

／灘著しい相違はなく，鵯れらの比抵抗繕に対する地質

的判断は，前述の第篇樂層・粘土屡・第驚礫層に対比き

れるとおり，比抵抗麟は考え難い．

　すなわちこの地域は全般的に低比抵婁赫質の窪晦うヌ考

えられる。　これは前述の篭誓野搾し乏豊渋む無菰1あナこる蕪1擁感分

“）地域とは，堆積時代あるい1睡積還境篇異にするか，

また北半分のこの地域’は残留塩分を禽む特に厚い層が

存在するかなど，そ疑爽体は明らかではないが，とにか

く低比抵抗を呈す嶺薙鞍）分布す燕地域である。

　上板町七条・柚ノ木から 　㌶至る第～凋測線において

！l呈ぼ水平になる三繍縫鴛が、驚擁三・れるが，表層を除いて

第菊融．）比抵抗憾嘘較的高い。ヒ条・柚ノ木付近におい

て，洪積世の段丘堆積物が分布している点を考慮すれば

第黎層は沙資世の堆積”にぬるものとも考えられるがむ

し　、本測線鰐おいては第隻礫麟と第2礫羅との闘の粘土

層がほとんど消滅して驚薫礫麟と第2礫層との細戎され

た礫層が第劇齊として分辱．げ愚か，または篶1礫層と粘

土層とが地表で削られて第2礫層が地下浅所より分布し

て炉るものと考えナこ方が妥灘であろう。そしてこれら

は地表下20一婁0撫にかけてほぼ水平に分布する。またそ

の下位にあ蕎第3層は，。録こ低い比抵抗値を示してお

う，第慧礫層の下位に砂・粘土に富む地層の存在を示す

駄一、窯鋤
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ものであろう。

甑　結　　論

　1本地域においては，比抵抗法によ！），β測線（測点醸

点〉に対して調査を実施し，蟻下購造紀関する資料が得

られ，た。

　すなわち今回の調査区域は3つの特徴ある区域に分類

ぷれる、，

　（1）藍住町江口・春韓より，、h板町高木北方を通浜

宮！ii内谷川に沿って，矢武北方に至る東西線より巌方の

吉野川左岸地域。

　鋤　前記東西線の北方地域。

　鋤七条・柚ノ木・葛瀬を結ぶ線より西部の地域に区

別される、，

　ω　の地域は概略三麟～1～嵯層構透が認めら酒、，その各

繍は応神村・北島晦等の醜存工場集中地域における既存

試錐資料による，表麟・第置礫屑・粘二：1二層・：第慧礫麟憂）

各層が，伺じく地表探査により，およその深度・鱒騨を

判定することができた。それによ賓）と麓住町の東半部お

よび応神村の地域は，三！顛構遣愚星し，表麟・第薫礫膚

と粘土麟・第£礫緩硫なり，第i礫麟と粘土麟との境は

明確でなく，・をれは多分禽有塩分によるもα）であろう．

これら三騒構造はほぼ水平に堆積している．

　藍住弼賛）西半部板野町錠）地域は，四麟構造を．呈しり表

属・第！礫麟・粘二1二摺・第驚礫層蔓）分布が明らかに認め

られ，第2礫層はいずれの測線においても吉野川左岸よ

！）北方に陶かって徐々に頓斜しているのが認められる。

　この地域においては，低比抵抗の堆積物が分布してい

る地域で，／l）の地域とは，その堆積状態を異にするか，

あるいは残留蟻分の賦存の考えられる地域である，，

　（3）の地域は，最西端にあたり，三三麟構造を墨してい

る，、この地域は，鋤の地域における粘土鱒が消滅して，

第i礫麟と第黛礫騒とα）区獅がなくなり，驚黛礫麟とし

て地下浅所に分布し，ぞの下麟である砂・粘土等紀富む

地層が比較的浅所より厚く堆積しているものと推定きれ

る。

　これちの各麟はいずれも水平に分布している．

　　　　　　　　　　　　（昭和総年7月一8月講査）

灘一（器o）




